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●日本弁理士会 国際活動センターからのお知らせ 

【米州情報】 

2023年 3月  日 

担当：米州部 深町 美音子 

 

-カナダ特許規則改正トピックス- 

 

1. 概要 

・2022年 6月 22日付でカナダ特許法規則の改正が発表された。 

・2022年 10月 3日から施行されている。 

 

＜改正内容＞ 

＊超過請求手数料の導入 

＊継続審査請求（RCE)の導入 

＊条件付き許可通知の導入 

・配列表の規格をWIPO標準 ST. 26に移行 

 

2. 超過料金の導入 

・審査請求時の出願に含まれる 20を超える請求項ごとに 100 ドル（CAD）の超過手数料を支払う。 

・審査請求がなされた後の任意の時点での超過クレームの最大数に基づいて、最終手数料支払い時の超過ク

レーム手数料を計算する。 

 

（例） 

 
 上記例では、審査請求時に請求項数が２２なので、審査請求時には２２－２０＝２ｘ１００= 

２００CADの超過料金を支払う。 

 その後、ＯＡ応答時に請求項数が２９となり、最終的に請求項数２５で許可された。この場合、審査期間中で

最も大きい請求項数で最終的な超過クレーム手数料が計算されることとなるから、追加の超過手数料として、

２９－２０＝９ｘ１００―２００＝７００CADを最終手数料支払い時に納付する必要がある。 

 

 

3.  継続審査請求（RCE) 

審査請求後に３つの Examination Report（OAに相当）が発行された後に審査を継続させたい場合には、継続

審査請求（RCE)を申請しなければならない。 
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・RCE費用は 816CAD（Small Entityは 408CAD) 

・RCE 申請後、２つの Examination Report が発行された後に審査を継続させたい場合でも、継続審査請求

（RCE)を申請しなければならない。 

・RCEおよびＲCE料金の支払いは通知日から 4 カ月以内に行わなければならない。（1年以内であれば回復

可能） 

・許可通知後、出願人が審査の再開を希望する場合、出願人が RCE を提出し、通知日から 4 か月以内に

RCE手数料を支払うと、通知は取り消される。 

・2022年 10月 3日以降に審査請求された出願が対象。 

 

4.  条件付き許可通知 

 

・軽微な欠陥を補正により解消すれば許可可能であることを出願人に通知するための条件付許可通知

（Conditional Notice of Allowance：CNOA）が導入された。 

・出願人がこの通知を受け取った場合、指摘された欠陥を解消するための補正書と最終料金を支払えば、出

願は許可されることとなる。 

 

以上 


